特別活動指導略案
１　題　　材　　名　　友だちを応援しよう　　　
２　ね　　ら　　い　　友だちのよい所を伝え合うことが、自他を大切にできることにつながることを知る。
３　人権教育の内容　　人間関係の活性化　３－（２）－ア
４　展　　　　　開
	　学　習　活　動（主な発問と予想される反応）
	指 導 上 の 留 意 点

	１　絵本の読み聞かせを聞き、内容を理解する。
　ストーリー
1 とりくんがやってきて、りんごを食べる。
2 それを見ていたねずみくんがうらやましがる。
3 さる、ぞう、きりん、さいくんがやってきて①と②と同様に話が流れる。
4 あしかくんがやってきて、ねずみくんと協力してりんごをとる。

２　一人ひとりちがう、得意、不得意なことについ
て考える。
　　運動会
· 足の速さ　・　力の強さ　　・声の大きさ
· リズムのよさ　・　がまん強さ　
　
３　自分にできることは何か考える。
・自分や人のがんばりを見つける。
・ほかの子の「できないこと」や「失敗」を笑ったり怒ったりしない。
・ふわふわ言葉で応援する。
・去年の自分に勝つ。
４　学習を振り返る。
・感想を発表する。
	○　スライドを提示しながら、児童の気づきに合わせて、場面ごとに確認する。
○　児童に自分の得意なこと苦手なことを考えさせて、発表させる、
○　教師の体験や児童の体験を取り上げながら、その時の気持ちを想起させる。
○　運動会の練習後に応援しあったり、よいところを見つけ合ったりする振り返りの時間を必ずとる。


だれにでもある得意なこと、不得意なことについて考えてみよう。








